
建物断面構成図

環境配慮事項とねらい

【立地、周辺環境】

計画地周辺は、海辺が近い田園平野地でため池が多く田畑へ水を供給する水路が張り巡らされた地域になる。宅地化が進んでいる地域では

あるが、従前の里地里山の風情が残っており平地で伸びやかな景観が特徴である。公共施設を集結し、市民の利便性を高める市の基本方針に

対して、広がりある敷地の中心に大きく市民広場を設けることで市民が交流できる配置計画とした。

【総合的なコンセプト】

■�エリア活性化の中心的役割を担う整備を行い、他の公共施設と構内道路を通じて連携できる配置計画とし地域活動の連携を適える計画とする。

■�平地で伸びやかな景観に合わせ、建物高さを抑えた庁舎の計画とすると共に、水平ラインを強調した大庇やキャノピーを使った外観構成とする。

■�周辺の宅地化による緑地の減少に対して、従前の里地里山の生態系の生物の生息場所や飛来場所としての緑地を確保する計画とする。

■�周辺建物との調和を図る基準階階高を抑えた計画とし、天井レスを採用して執務空間に広がりを持たせると共に設備の維持管理の省力化を図る。

■�自然エネルギーの活用を主軸に、省エネルギー施策やライフサイクルコスト縮減等、環境に配慮した庁舎を整備する。

貝塚市庁舎
　

建築物概要

▪所在地：貝所 在 地 貝塚市畠中１丁目 55－1、194‐1 市畠中 1丁目 55-1、194-1

▪建築主：貝所 在 地 貝塚市畠中１丁目 55－1、194‐1 市

▪設計者：株式会社　大建設計

▪用　途：庁舎

▪敷地面積：16,084 ㎡

▪建築面積：2,684 ㎡

▪延べ面積：12,525 ㎡

▪構　　造：鉄骨造

▪階　　数：地上 6階

▪CASBEE 評価：Sランク/BEE 値 3.1

▪重点評価：�CO2 削減 3.8/みどり・ヒートアイランド 3.5/�

建物の断熱性能 4.3/エネルギー削減 3.6/�

自然エネルギー直接利用 5.0
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